
１．単位 

修士課程修了要件として、IIDPや所属コース設定のキャリア科目を 
2単位履修する。 
・標準は2つのGAを満たして2単位取得 
         (C0MとC1M） 
 
 
 
 

２．修士課程GAとIIDPキャリア科目  
 

  【C0M】自らのキャリアプランを明確に描き、その実現に必要な能力を、社会との関係を含めて認識できる 
  【C1M】自身の専門能力を学術・科学技術の発展に活用し、専門能力が異なる他者と共同して課題解決   
       に貢献できる 

３．履修スケジュール 
・期首（1Qや3Q）は履修者が殺到するため、全Ｑの講義を確認した上で、修士課程修了までの2年間で2単位履修 
 に向けてのスケジュールを考えて履修登録すること。 

 

 

・個人の問題としても、修士課程スタート時に集中して講義を履修するよりも、2年間の計画として研究と講義のバラ
ンスを考えて講義の履修をする方が効果的に研究・学習ができる。 

 

・具体的な講義名は次ページを参照のこと。 

４．キャリア科目の詳細および情報の取得方法についてはOCWおよびIIDPサイトhttp://www.iidp.titech.ac.jp/を参照のこと。 

① Through career development 
courses established by the IIDP, or 
equivalent career subjects specified 
by your department, students are 
required to earn 2 credits (in 
principle, meet 2GA) during the 
period until the master’s degree 
acquisition. 

修了要件については必ず所属コースの学修案
内などの規定に従って下さい。 

This Orientation is a general guideline.  Please surely confirm 
YOUR Dpt's program completion conditions by yourself. 

For Master’s Students 
修士学生 

Career development courses by IIDP.  Subjects written in Japanese are lectures in Japanese. 

Search”IIDP”！ 

Many students tend to register the career development courses in 1Q and 3Q of the first academic year.  Registration 
in 2Q and 4Q should be taken into account.  

It is more effective to take courses with thinking about the balance between Lab. research and the class courses than 
to take classes intensively in the early quarters in the first year of the master’s degree program.  



開講Ｑ Ｃ０Ｍ Ｃ１Ｍ 

１Ｑ 
・修士キャリアデザイン【Ａ１】 ・修士キャリアデザイン【Ａ2】 
・修士キャリアプラン【Ａ1】 ・修士キャリアプラン【Ａ２】 
・修士キャリアデザイン演習【Ａ1】 ・修士キャリアデザイン演習【Ａ2】 

・プレALP研修【Ａ】[集中講義）(半日Ｘ3回）] 
・Master’s Technical Discussion【Ａ】 

２Ｑ 

・修士キャリアデザイン【Ｂ】 
・修士キャリアプラン【Ｂ】 
・修士キャリアデザイン演習【Ｂ1】 ・修士キャリアデザイン演習【Ｂ2】 
・Strategies for Balancing Career ,Personality and Lifestyle  
 (Master Course) 【Ｂ】  

・プレALP研修【Ｂ】[（集中講義）(半日Ｘ3回）] 
・Master’s Technical Discussion【Ｂ】 
・Master’s Scientific Communication 

３Ｑ 

・修士キャリアデザイン【Ｃ】 
・修士キャリアプラン【Ｃ】 
・修士キャリアデザイン演習【Ｃ1】 ・修士キャリアデザイン演習【Ｃ2】 

・プレＡＬＰ研修【Ｃ】[集中講義（半日Ｘ3回）] 
・Master’s Developing Career Adaptability  
 for Global Competitiveness 
・Ｍａｓｔｅｒ‘ｓ Ｃｒｉｔｉｃａｌ Ｔｈｉｎｋｉｎｇ 
・Ｍａｓｔｅｒ‘ｓ Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ Ｗｒｉｔｉｎｇ 【Ｃ】  
・知識集約型キャリア開発 
・研究と社会貢献【Ｃ1】・研究と社会貢献【Ｃ2】 

・科学者の倫理【Ｃ】  
・技術者の倫理【Ｃ】 

４Ｑ 

・修士キャリアデザイン演習【Ｄ1】 
・修士キャリアデザイン演習【Ｄ2】 
・Strategies for Balancing Career ,Personality and   
 Lifestyle (Master Course) 【Ｄ】  

・プレＡＬＰ研修【Ｄ】[集中講義（半日Ｘ3回）] 
・Ｍａｓｔｅｒ‘ｓ Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ Ｗｒｉｔｉｎｇ 【Ｄ】  

・科学者の倫理【Ｄ】 
・技術者の倫理【Ｄ】 

（注）英字表記は英語で開講 


